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143 － 日本の 1950 年代後半台湾政策と台湾海峡の現状固定化（前田）
− 66 −
２　岸政権下の日台関係
















































































































『二二八事件 60 週年紀年論文集』（台北市：中央研究院，2008 年）。


























































































展“，《臺灣文獻》第 63 卷第３期，2012 年９月。

























（12） 　アデナウアーは 1955 年９月にソ連を訪問したが、その直後に、ソ連を
除いて東ドイツと国交ある国と外交関係を持たないと表明した（ハル
シュタイン原則）。


























（13） 　日ソ共同宣言は 1956 年 10 月である。
（14） 　「蔣總統與日本總理大臣岸信介談話記錄」，1957 年６月４日，外交部檔
案，《岸信介訪華》，A303000000B/0046/12.22/82。


























（15） 　第 28 回衆議院議員総選挙（1958 年 5 月 22 日）の結果は、自民党 287
議席（議席率 61.5％）、社会党 166 議席、共産党 1議席であった。この選
挙により岸派は 54 議席で党内最大派閥となった。



















































































（18） 　「岸信介總理與張群特使會談紀要」，1957 年９月 30 日，外交部檔案，《岸
信介訪華》，A303000000B/0046/12.22/82｡

























































広島法学　42 巻２号（2018 年）－ 128
− 81 −
の台湾海峡の固定化のもとで台湾の「台湾化」が準備されることに
なる。したがって、本稿が検討した時期は、日台関係と米台関係と
が時に交錯しつつも中台関係の固定化へと収斂し、その枠組みの中
で台湾の政治・経済が発展していく端緒、いわば現在へといたる両
岸関係の原型の成立過程なのである。
